
【高等学校用】

１　スクール・ポリシーの内容

入学者の受け入れに

関する方針

(アドミッション・ポリ

シー)

教育課程の編成及び

実施に関する方針

(カリキュラム・ポリシー)

育成を目指す資質・

能力に関する方針

(グラデュエーション・ポリ

シー)

２　奈良県教育振興基本計画（「奈良の学び推進プラン」）が示す各テーマごとの学校教育目標
学校の教育活動に関する目標（Ａ） 計画期間における具体的目標（Ｂ） 令和４年度末の目標値等（Ｃ） 令和４年度末の状況（Ｄ） 自己評価（Ｅ） 学校関係者評価（Ｆ）

望ましい運動習慣の確立

授業以外で、週に1時間以上の

運動時間が確保できている生徒

６０％以上

昼休みや放課後に運動施設を開放する。１時間以

上の運動時間が確保できている生徒２０％以上

(登下校時の移動を除く)

運動能力の向上
新体力テスト全国平均を上回る

種目が4種目以上

新体力テスト校内平均を全種目で昨年度より上回

る。

望ましい食習慣の確立 朝食摂取率80％以上 朝食摂取率「毎朝食べる」60％以上

学習意欲の向上と自立した主

体的な学びの実現
各種検定取得者70％以上

セミナー・面談等を通して各種検定に対する生徒の

意識向上に対する取り組みを進める。３年次の各

種検定取得者５０％以上
SDGｓを念頭に置いた地域や

将来社会に関する探究活動の

実践

対話的で深い学びと協働による

探究活動の実践

「産業社会と人間」「社会人基礎力」等を通し、多

様な人々と協働して取り組む力を育てる。

教職員の授業力向上ならびに

キャリアアップの確立

Off-JTによる研修参加率80％

以上

新学習指導要領の実施に向け授業力を向上する

Off-JTによる研修参加率80％以上

学校設定科目「産業社会と人

間」を充実させる

自己理解・インターンシップを実

践した上での職業理解に基づく

ライフプランの作成

「産業社会と人間」について理解する。自己を見つめ

インターンシップを通して職業について考える。

多彩なキャリアプログラムの提供
就職内定者研修の実施等によ

り、1年以内の離職率６％以下

進路選択のミスマッチを防いだ進路保障につとめる。

令和４年度就職者の1年以内の離職率10％以下

キャリアコンサルティグの充実

1年時よりキャリアに関する面談

を生徒1人あたり年間６回以上

実施

学期当初面談、三者懇談、系列・科目選択面談

等を生徒1人あたり年間６回以上実施

生徒理解と可能性を伸ばすキャリア教育の推進

コミュニティ・スクール（学校運

営協議会制度）の推進

学校運営協議会の年３回以

上開催
学校運営協議会の年3回以上開催

地域と協働した探究的な学び

と地域創生

地域にとっての魅力化を図り、地

域でのアンケートにおいて満足度

80％以上

地域にとっての魅力化を図り、地域でのアンケートに

おいて満足度80％以上（秋冬の二階堂フェスタ等

でアンケートを実施）

地域の教育力（資源）の活

用

地域事業所・人材を全学年・全

学期で複数回活用する

地域事業所・人材を全学年を通して各学期に1回

以上活用する。

学校いじめ防止方針に基づく

取組の推進

誰も取り残さない取組を実践す

るため、生徒情報の共有化等の

組織的体制づくりを完成させる

個人面談やアンケートを活用し、早期発見に努め、

定期的に対策会議を実施する。

インクルーシブ教育の推進

高等養護学校分教室との日常

的交流と合同行事の定期的開

催

高等養護学校分教室との交流会を年間5回実施

人権教育学習資料の活用
「なかまとともに」を活用したLHR

の実施

「なかまとともに」を資料とした人権HRを各学年年間

5時間実施

３　評価結果の分析、今後の改善方策等

３．働く意欲と働く力をはぐくむ

４．地域と協働して活躍する人

を育てる

５．地域で個性が輝く環境と仕

組みをつくる

令和４年度　奈良県立二階堂高等学校　学校評価計画表

年度重点目標

年度

本校の使命

（スクール・ミッション）

教育方針

(スクール・

ポリシー）

本校のスクールポリシーを理解し、その実現に向けて意欲的に学ぶ人を受け入れます。

１　将来の夢をもち、自身の判断と責任において未来を切り拓こうとする人《自己理解》

２　様々なことに関心をもち、主体的に学習に取り組む人《自己理解・学校理解》

３　自らの能力を向上させるため、意欲的に課外活動（部活動・資格取得講座・進路セミナー・インターンシップ等）に取り組む人《学校理解》

４　社会の一員として自覚ある行動をとり、地域社会に貢献したいと考えている人《社会人基礎力》

自分のキャリアデザインを実現させるため、社会人基礎力を身に付けさせます。主体的に知識・思考力・判断力・表現力を身に付けさせるとともに、多様な人々と協働するた

めにコミュニケーション能力を向上させます。また、地域社会が抱える課題の発見や解決に向けての探究活動を通して、本校での学びが卒業後にどう生かされるのか理解させ

ます。

１　既存の科目にとらわれない多彩な学校設定科目を設定し、生徒一人一人の進路希望に応じて必要な科目選択ができるようにします。

２　主体的に物事に進んで取り組むことができるようインターンシップをはじめ、数々のキャリアプログラムを提供し、学びに向かう力を育てます。

３　自分の考えを適切に表現し、論理的思考を身に付けるために、プレゼンテーション、ディスカッションを取り入れた対話的で深い学びを展開します。

４　課題に対し、収集した情報を整理・分析するとともに、知識を活用して論理的に考察し、それらを総合して問題解決を図る意志と能力を身に付けます。

５　探究活動を通して、地域社会の課題発見や解決に向けて、多様な人々と協働して取り組む力を育てます。

６　教育活動において、自身の立場・役割を理解し、規律ある学校生活の中で、目的意識をもって行動できるよう育成します。

将来のなりたい自分を実現させるため、主体的にキャリアデザインに取り組む人材を育成します。また、地域を題材としながら、社会人基礎力を高め、社会に貢献する人材を

育成します。

・評価と指導の一体化を意識したキャリア教育を推進します。

・コロナ禍における地域との協働の構築を進めます。

・ＩＣＴを活用し、対話的で探究的な学習活動を充実させます。

・主権者教育、消費者教育、金融教育を進め、社会人としての素養を高めさせます。

・コミュニティー・スクールの強みをいかし、地域・保護者との協働による教育活動を行います。

本校では、以下の資質・能力を身に付けた生徒に卒業を認定します。

１ 社会人基礎力（前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力）を身に付けている。

２　広い視野を持って、人生100年時代に向けてのライフプランをもっている。

３　コミュニケーション能力を高め、異なる考え方や文化を尊重することができる。

４　課題を発見し、自ら解決しようと取り組むことができる。

５　情報を活用し、幅広い視点で物事を考え、状況に応じて柔軟に対応することができる。

６　自己の能力・資質を社会生活で活用し、社会の持続的な発展に貢献することができる。

令和４年度（中期計画１年目）

テーマ

１．こころと身体を子どもの成長

に　　  　　合わせてはぐくむ

２．学ぶ力、考える力、探究する

力をはぐくむ


